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とだ議会だより 153 号

　
今
定
例
会
で
は
、
意
見
書
４
件
の
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案
（
議

会
改
革
特
別
委
員
会
提
出
）
と
し
て
、
議
員
信
条
、
戸
田
市
議

会
議
員
の
報
酬
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
が
最
終
日
の
本
会
議

に
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
提
出
の
議
案
は
、
18
・
19
ペ

ー
ジ
に
特
集
し
ま
し
た
。

意
見
書
４
件
を
提
出
 

意
見
書
４
件
を
提
出
 

中
小
企
業
の
事
業
承
継
円

滑
化
の
た
め
に
、
税
制
改
正

な
ど
、
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
よ
う
、
国
及
び
政
府
に
対

し
強
く
要
望
す
る
。

１
．
非
上
場
株
式
等
に
係
る

　
相
続
税
の
減
免
措
置
に
つ

　
い
て
拡
充
を
図
る
こ
と
。

２
．
非
上
場
株
式
の
相
続
税

　
法
上
の
評
価
制
度
に
つ
い

　
て
、
事
業
承
継
円
滑
化
の

　
観
点
か
ら
、
見
直
し
も
含

　
め
、
合
理
的
な
評
価
制
度

　
の
構
築
を
図
る
こ
と
。

３
．
相
続
税
納
税
の
円
滑
化

　
を
図
る
た
め
に
、
事
業
承

　
継
円
滑
化
の
観
点
か
ら
、

　
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ

　
と
。

４
．
税
制
面
の
み
な
ら
ず
、

　
情
報
面
、
金
融
面
、
法
制

　
面
な
ど
、
事
業
承
継
の
円

　
滑
化
を
支
援
す
る
た
め
の

　
枠
組
み
を
検
討
し
、
総
合

　
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

本
市
議
会
は
、
国
及
び
政

府
に
対
し
、
割
賦
販
売
法
改

正
に
当
た
っ
て
は
次
の
事
項

を
実
現
す
る
よ
う
、
強
く
要

請
す
る
。

１
．
過
剰
与
信
規
制
の
具
体

　
化ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
が
、
顧

客
の
支
払
い
能
力
を
超
え
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
提
供
し

な
い
よ
う
に
、
具
体
的
な
与

信
基
準
を
伴
う
実
効
性
の
あ

る
規
制
を
行
う
こ
と
。

２
．
不
適
正
与
信
防
止
義
務

　
と
既
払
金
返
還
責
任

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
は
、

悪
質
販
売
行
為
等
に
ク
レ
ジ

ッ
ト
契
約
を
提
供
し
な
い
よ

う
に
、
加
盟
店
を
調
査
す
る

義
務
だ
け
で
な
く
、
販
売
契

約
が
無
効
・
取
り
消
し
・
解

除
で
あ
る
と
き
は
、
既
払
金

の
返
還
事
務
を
含
む
ク
レ
ジ

ッ
ト
会
社
の
民
事
共
同
責
任

を
規
定
す
る
こ
と
。

３
．
割
賦
払
い
要
件
と
政
令

　
指
定
商
品
制
の
廃
止

１
、
２
回
払
い
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
契
約
を
適
用
対
象
に
含
め
、

政
令
指
定
商
品
制
を
廃
止
す

る
こ
と
に
よ
り
、
原
則
と
し

て
す
べ
て
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契

約
を
適
用
対
象
と
す
る
こ
と
。

４
．
登
録
制
の
導
入

個
品
方
式
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

事
業
者
（
契
約
書
型
ク
レ
ジ

ッ
ト
）
に
つ
い
て
、
登
録
制

を
設
け
、
契
約
書
面
交
付
義

務
及
び
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

制
度
を
規
定
す
る
こ
と
。

国
及
び
政
府
に
お
い
て
は
、

「
地
域
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
法
（
仮
称
）」
を
早
期

に
制
定
し
、
以
下
に
掲
げ
る

国
道
17
号
は
、
都
市
計
画

道
路
と
し
て
昭
和
38
年
に
当

初
決
定
告
示
さ
れ
、
昭
和
48

年
に
最
終
変
更
告
示
が
な
さ

れ
た
。

そ
の
後
、
本
市
内
に
お
い

て
は
、
本
町
交
差
点
か
ら
川

岸
３
丁
目
交
差
点
の
間
に
つ

い
て
は
、
一
部
を
除
い
て
整

備
が
行
わ
れ
ず
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

同
路
線
の
歩
道
は
幅
員
が

十
分
に
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、

歩
行
者
・
自
転
車
・
ベ
ビ
ー

カ
ー
等
の
す
れ
違
い
の
際
に
、

支
障
を
来
し
て
い
る
。
特
に
、

交
差
点
付
近
で
は
、
車
道
側

施
策
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ

る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

１
．
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

　「
民
間
交
番
」
を
つ
く
る

　
際
に
、
公
有
地
や
建
物
を

　
貸
し
出
し
た
り
、
賃
貸
料

　
補
助
等
の
財
政
支
援
を
行

　
う
な
ど
、
防
犯
拠
点
を
整

　
備
す
る
た
め
の
「
地
域
安

　
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
モ

　
デ
ル
事
業
」
を
全
国
２
０

　
０
０
カ
所
へ
と
ふ
や
す
こ

　
と
。

２
．
子
供
の
安
全
確
保
へ
、

　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

　（
地
域
学
校
安
全
指
導
員
）

　
等
の
配
置
を
進
め
、
公
園
、

　
駅
な
ど
、
多
く
の
地
域
住

　
民
が
利
用
す
る
場
所
に
、

　
子
供
用
の
緊
急
通
報
装
置

　
の
設
置
を
促
進
す
る
と
と

　
も
に
、
財
政
的
措
置
を
と

　
る
こ
と
。

３
．
自
治
体
に
防
犯
担
当
窓

　
口
の
設
置
を
促
進
す
る
な

　
ど
、
地
域
住
民
と
自
治
体

　
が
地
域
の
安
全
の
た
め
に

　
協
力
し
や
す
い
環
境
整
備

　
を
推
進
す
る
こ
と
。

　
【
文
教
・
建
設
常
任
委
員
会

提
出
】

▲ すれ違いが困難な歩道

に
歩
行
者
等
が
は
み
出
し
て

お
り
、
生
命
・
身
体
が
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
国
道

17
号
の
道
路
拡
幅
整
備
に
つ

い
て
、
早
期
に
着
工
す
る
よ

う
、
強
く
要
望
す
る
も
の
で

あ
る
。

な
お
、
本
町
交
差
点
か
ら

川
岸
３
丁
目
交
差
点
の
間
の

下
前
歩
道
橋
に
つ
い
て
は
、

建
造
後
39
年
を
経
過
し
て
い

る
た
め
、
老
朽
化
と
バ
リ
ア

フ
リ
ー
へ
の
対
策
を
講
じ
る

よ
う
、
あ
わ
せ
て
要
望
す
る

も
の
で
あ
る
。

割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
に

関
す
る
意
見
書

「
地
域
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
推
進
法
」
の
早
期
制
定

を
求
め
る
意
見
書

国
道
17
号
道
路
拡
幅
整
備
の

早
期
着
工
を
求
め
る
意
見
書

中
小
企
業
の
事
業
承
継
円
滑

化
の
た
め
の
税
制
改
正
を
求

め
る
意
見
書

衆 議 院 議 長 様 

参 議 院 議 長 様 

内閣総理大臣 様 

総 務 大 臣 様  

法 務 大 臣 様 

金融担当大臣様 
   ・ 
   ・ 



　議員は、毎年３月、６月、９月、１２月に開く定
例市議会で、市政全般に対する質問をすることがで
きます。これを「一般質問」といいます。 
　今定例会では、１６人の議員が一般質問を一問一
答方式で行いました。 

９

とだ議会だより 153 号

議
員
　
①
芦
原
小
学
校
と
笹

目
小
学
校
の
取
り
組
み
状
況

と
実
態
等
は
。
②
県
内
で
同

様
な
事
業
の
導
入
校
は
。
③

事
業
の
成
果
と
課
題
は
。
④

こ
れ
か
ら
市
と
し
て
、
こ
の

事
業
の
推
進
、
拡
大
の
考
え

を
伺
う
。

教
育
長
　
①
各
校
と
も
に
学

校
応
援
団
の
協
力
で
、
授
業

や
ク
ラ
ブ
活
動
の
支
援
、
授

業
参
観
・
懇
談
会
等
の
際
の

託
児
サ
ポ
ー
ト
、
清
掃
活
動
、

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
活
動

を
実
施
。
②
県
内
で
は
20
市

町
31
校
が
実
施
。
③
報
告
で

は
、
子
ど
も
達
が
質
の
高
い

授
業
体
験
が
で
き
、
教
師
も

授
業
に
対
す
る
意
欲
が
向
上

し
、
地
域
は
学
校
が
身
近
に

な
り
、
保
護
者
は
安
心
を
、

高
齢
者
は
元

気
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
課

題
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
と
の

連
携
・
調
整
、

地
域
や
家
庭

へ
の
啓
発
、

学
校
応
援
団

の
拡
充
と
組

織
化
が
必
要

で
あ
る
。
④

今
後
、
事
業

の
実
績
や
県
の
動
向
等
を
踏

ま
え
、
校
長
会
等
の
協
力
を

得
て
、
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

議
員
　
市
内
小
中
学
校
に
対

す
る
保
護
者
か
ら
の
苦
情
の

状
況
、
教
育
相
談
の
利
用
状

況
は
。
対
策
と
し
て
、
学
校

問
題
解
決
支
援
チ
ー
ム
の
創

設
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
長
　
報
道
等
に
あ
る
理

不
尽
と
思
わ
れ
る
顕
著
な
例

は
な
い
が
、
学
校
が
苦
慮
す

る
よ
う
な
要
求
・
要
望
が
数

件
あ
る
こ
と
は
確
認
し
て
い

る
。
原
因
は
、
個
人
の
限
度

を
超
え
た
権
利
意
識
の
拡
大

や
地
域
社
会
に
お
け
る
人
間

関
係
の
希
薄
化
等
が
考
え
ら

れ
る
。
特
に
理
不
尽
と
思
わ

れ
る
問
題
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
る
場
合
は
、
相
談
に
応
じ

指
導
主
事
や
教
育
相
談
員
等

を
派
遣
し
、
教
育
相
談
体
制

や
教
職
員
の
研
修
を
充
実
・

支
援
し
、
信
頼
さ
れ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

 
地域連携推進事業 

町会　境界変更 
 

 
　　国保税　　　見直し 

待機児解消 
　　　　　保育園 

古民家　まちづくり計画 

水害対策　　　　　 
　　　　　気象情報提供 

屋根つきバス停 

自治体シンクタンク 

中島 浩一 議員 

自治体シンクタンク 
　　　　による政策決定を 

鈴木 麗子 議員 

屋根つきバス停の 
　　　増設で利用者保護を 

平野 進 議員 

元気な学校をつくる 
地域連携推進事業の拡大を 

鈴木 麗子 議員 

斎藤 直子 議員 

古民家をまちづくり計画 
　　　　　　に盛込んでは 

本田 哲 議員 

待機児解消のため 
　　　　　保育園の増設を 

望月 久晴 議員 

19年度・22年度 
　　国保税値上げ見直しを 

奥田 実 議員 

町会の境界変更 
　　変　についての対応は 

水害対策として 
　携帯での気象情報提供を 

　　　　「校長会等で前向きに取り組む」 

　　　　　  「契約業者と検討していく」 

▲ ハンモックって気持ちいいね（戸田遊び場の
　 一日プレーパーク）

▲ 学校応援団による笹目小学校の校庭除草

学
校
へ
の
ク
レ
ー
ム
の

状
況
と
対
策
は

※本号から、質問見出しの次に「○○」として、

　答弁の見出しを掲載しました。

一般質問の見出しのリニューアルについて


